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諏訪 三津枝

ＷＥＢで suwa-mitsue.jp/

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

児
童
数
が
減
っ
て
い
る
中
で
新
た
に
鴻
巣

中
央
小
へ
の
通
学
を
認
め
る
こ
と
は
、
笠
原

小
を
結
果
的
に『
廃
校
』に
向
か
わ
せ
る
こ
と

だ
と
質
し
ま
し
た
。
笠
原
地
域
の
方
の
「
学

校
が
な
く
な
っ
た
ら
地
域
が
な
く
な
る
」
と

い
う
声
を
届
け
ま
し
た
。６
月
22
日
の
第
４

回
審
議
会
で
出
さ
れ
る
答
申
を
尊
重
す
る

と
の
答
弁
で
し
た
。

ド
タ
ク
シ
ー
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
利
用

し
て
ほ
し
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
が
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
低
料
金
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
運
転
免
許
証
返
納
で
１
年
間
有
効

の
無
料
パ
ス
が
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
無
料

化
す
る
こ
と
も
求
め
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ

ろ
見
直
し
の
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
す
。

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

笠
原
小
学
校
を
な
く
さ
な
い
で

喫
緊
課
題
の
病
院
誘
致
の
進
捗
を
確
認

し
ま
し
た
。
埼
玉
県
医
療
審
議
会
の
「
継
続

協
議
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
が
７
月
19
日（
金
）に
鴻
巣
保
健
所

内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
県
の
公
募
に
応
募
し
た
、
新
設
１
２
０

床
の
「
（
仮
称
）
鴻
巣
病
院
」
、
増
床
19
床
の

「
埼
玉
脳
神
経
外
科
病
院
」
、
増
床
30
床
の

「
伊
奈
病
院
」の
３
病
院
に
つ
い
て
、
協
議
が

行
わ
れ
ま
す
。

市
は
県
の
動
向
を
注
視
す
る
と
の
答
弁
で

し
た
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
病
院
誘
致
へ
の

手
を
ゆ
る
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
質
し
ま
し
た
。

街
路
樹
剪
定
は
仕
様
書
作
成

の
も
と
で
行
う
こ
と

市
の
街
路
樹
は
２
～
３
年
の
周
期
で
業
者

さ
ん
に
剪
定
を
委
託
を
し
て
い
ま
す
。
支
障

の
あ
る
枝
な
ど
は
都
度
、職
員
が
剪
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、

樹
形
を
考
慮
し
、
ま
た
、
温
暖
化
対
策
と
し

て
も
樹
木
の
特
性
を
生
か
し
た
剪
定
方
法
と

な
る
よ
う
仕
様
書
を
作
成
し
て
委
託
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

鴻
巣
市
議
会
６
月
定
例
会

一
般
質
問
行
い
ま
し
た

（
仮
称
）
鴻
巣
病
院
の

協
議
が
予
定
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
フ
ラ
ワ
ー
号

運
行
の
見
直
し
を

通学区域審議会で答申決定【傍聴記】
第４回審議会は、6月22日（土）午前9時30分よ

り12時15分まで、審議委員13名中12名の出席、20

名を超える傍聴者が見守る中、子どもたちの教育

環境をどうしていくことがよいのか、熱心な審議

が繰り広げられました。

諮問事項の①鴻巣中央小に指定校変更すること

が妥当かどうか。－に対して「妥当と決するまで

に至らなかった」と答申が決定しました。笠原地

域の来年度の就学児において鴻巣中央小学校を希

望する場合は、教育委員会が個別に対応をするこ

とで、審議会委員全員の賛成で可決しました。

笠
原
小
学
校
は
開
校
１
４
６
年
目
を
迎
え
、

「
学
校
応
援
団
」「
自
治
会
」「
長
寿
会
」の
方

や
保
護
者
の
方
々
が
先
生
と
と
も
に
75
名
の

児
童
を
育
て
て
い
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小

規
模
校
で
す
。
市
教
育
委
員
会
は
笠
原
小
通

学
区
域
の
弾
力
化
を
進
め
、
現
在
、
安
養
寺

地
区
の
一
部
の
子
ど
も
た
ち
が
鴻
巣
北
小
に

通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
新
た
に
鴻
巣
中
央
小

へ
通
学
許
可
を
行
う
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か

を
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

本
年
４
月
１
日
よ
り
路
線
見
直
し
と
運
行

時
間
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者

の
外
出
の
機
会
が
損
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

現
行
の
５
年
に
１
度
の
見
直
し
で
は
、
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
か
な
い
た
め
、
早

期
に
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。「
デ
マ
ン

コミュニティバス「フラワー号」



削減の仕組み廃止し
低年金の底上げ提案

政
府
・
金
融
庁
の
審
議
会
が
〝
年
金
だ

け
で
は
老
後
の
生
活
資
金
は
ま
か
な
え
ず
、

平
均
２
０
０
０
万
円
不
足
す
る
〟
と
の
報

告
書
を
出
し
た
こ
と
で
、国
民
の
な
か
で
、

公
的
年
金
を
削
り
続
け
る
安
倍
自
公
政

権
へ
の
不
安
や
批
判
が
高
ま
り
、
年
金
問

題
が
夏
の
参
院
選
挙
の
一
大
争
点
に
浮

上
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

く
ら
せ
る
公
的
年
金
に
改
革
す
る
第
一

歩
と
し
て
、
年
金
削
減
の
仕
組
み
を
廃
止

し
、
低
年
金
の
底
上
げ
を
行
う
こ
と
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
と
自
民
・
公
明
与
党
は
、
第

２
次
政
権
の
７
年
間（
２
０
１
３
年
～
19

年
度
）
に
、
年
金
額
改
定
の
指
標
で
あ
る

物
価
は
５
・
３
％
上
昇
し
た
の
に
、
年
金

額
の
伸
び
を
物
価
上
昇
以
下
に
抑
え
る

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
２
度（
15
年

度
と
19
年
度
）
発
動
す
る
な
ど
し
て
、
年

金
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
８
％
の
改
定
で
す
。

年
金
の
支
給
水
準
を
実
質
６
・
１
％
も
大

幅
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

16
年
の
臨
時
国
会
で
、「
年
金
カ
ッ
ト

法
」（
年
金
制
度
改
革
関
連
法
）
を
強
行

成
立
さ
せ
、
年
金
削
減
の
仕
組
み
を
強

化
。
あ
る
年
度
に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

で
削
り
残
し
が
出
た
場
合
、
翌
年
度
以

降
に
繰
り
越
し
て
確
実
に
削
る「
キ
ャ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ

く
、19
年
度
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
発

動
の
際
、18
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た

削
り
残
し
分
の
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
を

行
い
、
物
価
は
１
％
上
昇
し
た
の
に
、
年

金
額
の
伸
び
を
わ
ず
か
０
・
１
％
に
抑
え

て
、実
質
０
・
９
％
も
削
減
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、21
年
度
か
ら
は
、
賃
金
の
指

標
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、
物
価
の
指
標

が
プ
ラ
ス
で
も
確
実
に
削
る
「
賃
金
マ
イ

ナ
ス
ス
ラ
イ
ド
」を
導
入
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
年
金
削
減
シ
ス
テ
ム
を

廃
止
し
「
減
ら
な
い
年
金
」
に
し
ま
す
。
そ
の

際
▼
月
給
62
万
円
以
上
で
頭
打
ち
と
な
る

年
金
保
険
料
の
仕
組
み
を
改
め
、
高
額
所
得

者
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
▼
２
０
０
兆
円

も
の
過
大
な
年
金
積
立
金
を
計
画
的

に
取
り
崩
す
ー
こ
と
で
年
金
制
度
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

参
院
選
の
一
大
争
点
に
急
浮
上

「老後２０００万円不足」の試算の根拠となった

のは、総務省の2017年家計調査にある夫65歳以上、

妻60歳以上の夫婦のみの無職世帯の平均的な収支で

す。公的年金制度を所管する厚生労働省が提示しま

した。計算式は次のとおりです。

◇１ヶ月の平均収入 209,198円（年金など）

◇１ヶ月の平均支出 263,718円（食料、住居、

交通・通信、保険医療など）

◇年間赤字額 （毎月の赤字額54,520円×12ヶ月

=654,240円）約66万円

◇夫が95歳になるまでの不足額（66万円×30年間

=1,980万円）約２０００万円

「老後２０００万円必要」－報告書の根拠
しんぶん赤旗 ６月１７日付

大
幅
に
引
き
下
げ

キャリーオーバー

マクロ経済スライド

日
本
共
産
党
の
提
案

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
曜
版

６
月
23
日
号

①
年
金
削
減
の
仕
組
み
を
廃
止

し
、「
減
ら
な
い
年
金
」
に

政
府
は
、
消
費
税
10
％
増
税
と
引
き

換
え
に
、
低
年
金
者
に「
最
大
月
５
千

円
、
年
間
６
万
円
」の
「
底
上
げ
」
を
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、月
５
千
円

を
も
ら
え
る
の
は
年
金
に
40
年
加
入

し
、
月
６
・
５
万
円
の
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
人
だ
け
。
加
入
期
間
が
短
い
人

ほ
ど
給
付
が
減
ら
さ
れ
、
加
入
期
間
10

年
で
年
金
が
月
１
・
６
万
円
の
人
の
場

合
、
給
付
は
わ
ず
か
月
１
２
５
０
円
で

す
。
年
金
額
が
低
い
人
ほ
ど
「
底
上
げ
」

も
少
額
で
低
年
金
の
解
決
に
な
り
ま

せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
年
金
額
が
基
礎
年

金
満
額（
月
６
・
５
万
円
）
以
下
の
低
年

金
者
全
員
に
一
律
で
、月
５
千
円
・
年
間

６
万
円
を
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
財
源
約
７
千
億
円
は
、

大
企
業
・
富
裕
層
優
遇
税
制
の
是
正
、

米
軍
「
思
い
や
り
予
算
」の
廃
止
な
ど

「
消
費
税
に
頼
ら
な
い
道
」
で
確
保
し

ま
す
。

低
年
金
・
無
年
金
の
問
題
を
解
決
す

る
抜
本
的
な
改
革
と
し
て
、
最
低
保
障

年
金
の
導
入
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
低
年
金
の
人
に
一
律
年

６
万
円
を
上
乗
せ
支
給

し
て
底
上
げ
す
る
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